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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月18日(2016.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウム化合物及びカルシウム化合物を含む固体成分を含み、
　前記固体成分は、前記リチウム化合物および前記カルシウム化合物を含む粉末成分であ
り、前記カルシウム化合物は、リン酸カルシウム、硫酸カルシウム、酸化カルシウム、炭
酸カルシウム、水酸化カルシウム、リン酸カルシウムマグネシウム(calcium magnesium p
hosphate)、硝酸カルシウム、クエン酸カルシウム、塩化カルシウムおよびこれらの混合
物からなる群より選択される、または
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　前記固体成分は、リチウム化合物およびカルシウム化合物を含むブロック、または前記
ブロックから得られる顆粒(granules)もしくは断片(pieces)であり、前記カルシウム化合
物は、リン酸カルシウム、硫酸カルシウム、酸化カルシウム、炭酸カルシウム、水酸化カ
ルシウム、リン酸カルシウムマグネシウム、ヒドロキシアパタイト(hydroxyapitite)、お
よびこれらの混合物からなる群より選択される、
抗菌剤(anti-bacterial preparation)。
【請求項２】
　カルシウム化合物を含むがリチウム化合物は含まない製剤に比べて抗菌能が向上する、
請求項１に記載の抗菌剤。
【請求項３】
　溶液：抗菌剤＝１０ｃｃ／ｇ割合で抗菌剤を浸漬したハンクス溶液が１０以上のｐＨ値
を示す、請求項１または２に記載の抗菌剤。
【請求項４】
　抗菌剤は、前記固体成分の重量に対して、５～８０％の前記リチウム化合物を含む、請
求項１～３のいずれか１項に記載の抗菌剤。
【請求項５】
　前記リチウム化合物は、リチウム塩、酸化リチウム、リチウムアミド（ＬｉＮＨ２）、
水酸化リチウムまたはハロゲン化リチウムである、請求項１～４のいずれか１項に記載の
抗菌剤。
【請求項６】
　前記リチウム化合物は、炭酸リチウム、硫酸リチウム、リン酸リチウム、酸化リチウム
、フッ化リチウム、酢酸リチウム、臭化リチウム、水酸化リチウム、硝酸リチウム、亜硝
酸リチウム、ヨウ化リチウム、モリブデン酸リチウム（Ｌｉ２ＭｏＯ４）、四ホウ酸リチ
ウム（Ｌｉ２Ｂ４Ｏ７）、クエン酸リチウム四水和物（Ｌｉ３Ｃ６Ｈ５Ｏ７．４Ｈ２Ｏ）
、またはステアリン酸リチウム（ＬｉＣ１８Ｈ３５Ｏ２）である、請求項１～５のいずれ
か１項に記載の抗菌剤。
【請求項７】
　前記固体成分は、前記リチウム化合物および前記カルシウム化合物を含む粉末成分であ
り、前記カルシウム化合物は、硫酸カルシウム、リン酸カルシウム、またはこれらの混合
物であり、前記リン酸カルシウムは、リン酸テトラカルシウム（ＴＴＣＰ）、リン酸ジカ
ルシウム、リン酸トリカルシウム、リン酸モノカルシウムまたはこれらの混合物であり、
前記硫酸カルシウムは、硫酸カルシウム１／２水和物（ＣＳＨ）、脱水硫酸カルシウム(c
alcium sulfate dehydrate)（ＣＳＤ）、無水硫酸カルシウム、またはこれらの混合物で
ある、請求項１～６のいずれか１項に記載の抗菌剤。
【請求項８】
　前記抗菌剤は、０．２０ｍｌ／ｇ～０．８０ｍｌ／ｇの粉末に対する液体の割合でセッ
ティング液体成分(setting liquid component)をさらに含む、請求項７に記載の抗菌剤。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の抗菌剤を含む骨インプラント。
【請求項１０】
　前記固体成分は、５０～９０％の空隙率を有する多孔質なブロックである、請求項１～
８のいずれか１項に記載の抗菌剤。
【請求項１１】
　前記カルシウム化合物は、リン酸テトラカルシウム、リン酸ジカルシウム、ヒドロキシ
アパタイト、硫酸カルシウム二水和物、硫酸カルシウム１／２水和物、およびこれらの混
合物からなる群より選択される、請求項１０に記載の抗菌剤。
【請求項１２】
　前記固体成分は、５０～９０％の空隙率を有する多孔質な顆粒または断片である、請求
項１～８のいずれか１項に記載の抗菌剤。
【請求項１３】
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　前記カルシウム化合物は、リン酸テトラカルシウム、リン酸ジカルシウム、ヒドロキシ
アパタイト、硫酸カルシウム二水和物、硫酸カルシウム１／２水和物、およびこれらの混
合物からなる群より選択される、請求項１２に記載の抗菌剤。
【請求項１４】
　前記ブロック、前記顆粒または前記断片が５０～９０％の空隙率を有する、請求項９に
記載の抗菌剤の骨インプラント。
【請求項１５】
　リチウム化合物が抗菌剤から放出されるのを遅延させるリチウム遅延剤(lithium retar
ding agent)をさらに含む、請求項１～８および１０～１３のいずれか１項に記載の抗菌
剤。
【請求項１６】
　前記リチウム遅延剤がポリ（アクリル酸）であり、抗菌剤が、抗菌剤の全重量に対して
、０．０１～５％の、－（ＣＨ２－Ｃ（ＣＯＯＨ）Ｈ）ｎ－（この際、ｎ＝５０～５００
００）の繰り返し単位を有するポリ（アクリル酸）を含む、請求項１５に記載の抗菌剤。
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